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緒　言 
現代日本社会において，ペットは「家族」として認

識されているが，ペットの遺棄も後を絶たない。本研
究は，飼い主がペットを捨てる心の動きのモデル化へ
の第一歩として，飼い主が何を期待してペットを飼っ
ているかを，「ペットは家族の一員」という言葉の捉
え方から探ろうとしたものである。

方　法　
インターネット上の質問サイト『Yahoo! 知恵袋』

において，2004 年から 2011 年の間に「ペットは家
族の一員か否か」について議論が行われた 688 発言
のうち，「ペットは家族の一員」と明言している 327
発言について，KJ 法を用いて整理した。整理された
各要素間の関連について，テキストマイニングソフト

「KH Coder」を用い，多次元尺度法によって分析し
た。その際に用いたコーディングルールは表 1 のと
おりである。

結　果
「人間の代替」，「飼っているうちに愛着がわく」，

「心の支え」の 3 要素については，強い関連性が見ら
れた。「命を預かる責任感」，「当然」，「かわいいから」，

「家族だと思えば家族」については，それらとは関連
性が低く，かつ各要素間についても関連性が低かっ
た。（図 1）

考　察 
強い関連性がみられた 3 要素はいずれもペットに

対して，家族としての機能のひとつである「休息・や
すらぎを得る機能」を期待していることが示唆され
た。3 要素以外の，いわゆるペットに対する伝統的な
価値観に基づく要素とは関連性が低く，飼い主教育を
行う際には両者を包括するようなプログラムが求めら
れよう。
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表 1　KJ 法により得られた各要素とコーディングルール
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図 1　多次元尺度法による各要素の関係

第 6 回学術大会（2013）要旨J. Anim. Edu. Ther. 5, 2014

25


